





































Significance and Issues of Digitizing “Shoso-in Monjo” : 















































































































を提供できる形式とした。ID 番号は，SOMODA 第 1 版から付されているものと同様である
（15）
。








情報を閲覧する形式は，6 つのフェーズを自由に移動できた SOMODA に比べるとユーザの自由度
は下がるが，より安定した形で復原情報の提供を優先した。「帳簿」ごとに ID をふることで，研




















































































































































































































































（ 2 ）――後藤真・柴山守「正倉院文書復原過程の XML/
XSLT による記述」『情報知識学会誌』11-4，2002 年
（ 3 ）――正倉院文書データベース（SOMODA） http://
somoda.media.osaka-cu.ac.jp 2012 年 12 月 10 日閲覧
（ 4 ）――『正倉院文書目録』1～6（2014 年 3 月現在）東
京大学史料編纂所編，東京大学出版会
（ 5 ）――『正倉院古文書影印集成』1～18（2014 年 3 月
現在）宮内庁正倉院事務所編，八木書店



































武田英明ほか翻訳『Linked Data: Web をグローバルな
データ空間にする仕組み』（近代科学社，2013 年），な










（13）――ISO/IEC 13250-2, Information technology─
Topc Maps─Part 2 : Data model
ISO/IEC 13250-3, Information technology─Topc Maps
─Part 3 : XML syntax
ISO/IEC 13250-4, Information technology─Topc Maps 








ピュータシンポジウム論文集 2012』2012 年 11 月），同「正
倉院文書トピックマップへの研究知識情報充実による解
析と情報発見の可能性」（情報処理学会『人文科学とコ
ンピュータシンポジウム論文集 2013』2013 年 12 月）
（15）――紙については，所属（1：正集・2：続修・3：
続修後集・4：続修別集・5：塵芥・6：続々修・9：流出）
+ 帙（続々修のみ 01～47，それ以外は 00）+ 巻（01～
50，2 桁）+ 紙番号（000～999，000 は題纖軸などの本紙
以外の情報に利用）+ 表裏（1：現状表・2：現状裏）の

































された時空間分析ツール。HuTime の Web サイトは以
下。（http://www.hutime.jp/）
（23）――後藤真「HuTime/Map の日本史研究への応用
の試み─続日本紀を題材に─」HGIS 研究会編『HuTime/
Map を使った研究事例と将来展望』報告書，2012 年
（24）――正倉院文書のほとんどを収録している『大日本
古文書』（編年）は，東京大学史料編纂所より「奈良時
代フルテキストデータベース」としてデータベースが公
開されている。
（25）――「短冊」についての説明は栄原永遠男『正倉院
文書入門』（角川学芸出版，2011 年）に詳しい。
（26）――http://www.ontopia.net/topicmaps/materials/
tolog.html
（27）――宮内庁正倉院事務所の「宝物検索」（http://
shosoin.kunaicho.go.jp/shosoinPublic/top.do）より正集の
画像情報が提供開始されている。
図 2　SOMODAのトップページ
図 3　SOMODAの断簡表示画面（復原時）
左右で表裏関係を表現しており，左側の面が復原された面である。
図 5　僧名から経典名と個別経典・史料名の関連付けをVisualize したもの
以下のように定義されている（設定で変更可能）
●　 黄色いノード（上記の例では弘耀）：焦点のあたっているノード，黒：人名ノード
●　 濃いグレー：経典名ノード，グレー：断簡ノード，薄いグレー：紙ノード
●　 線は関連型を示し，マウスオンで具体的な関連の内容を示している。上記の例では「弘耀」と「涅槃経疏一部十四巻」
の関連の線上にマウスカーソルがあり，両者の関連を示している。
